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日本建築学会災害委員会 
委員長  小谷 俊介 殿 

 
2003 年 8 月 8 日 

東北工業大学 
田中 礼治 

 
 
 先日は地震調査等に関し、メール(8/4)にて、ご丁寧な書面を頂戴いたし、東北支部と致しまして

は大変元気付けられており、心より御礼申し上げます。 
 ８月７日に東北支部拡大災害調査委員会を開催いたし、今後の対応を次のように決定いたしまし

たので、お知らせ申し上げます。 
 
１． 災害調査報告編集小委員会について 

2003 年５月２６日宮城県沖の地震災害調査報告および 
2003 年７月２６日宮城県北部の地震災害調査報告 編集小委員会 

 
委員長   田中 礼治 
副委員長  源栄 正人 
幹 事   井上 範夫，岡田 誠之，増田 聡，月舘 敏栄，鏡味 洋史 

（今後若干増員の予定） 
委 員（5/26 地震の東北支部災害調査委員会委員および災害調査ＷＧの委員、7/26 地震の災害

調査ＷＧ委員および災害調査 SWG の委員等により構成。早急に決定する予定。） 
 
２． 災害調査報告について 

① 5/26 地震と 7/26 地震の合本とする。 
② 但し、5/26 地震と 7/26 地震は別の編とする。 
③ 出版は日本建築学会。 
④ ページ数はあまり多くならないようにする。 
⑤ 既報告を参考にして以下ぐらいでどうかと考えている。 

・ Ａ４版 
・ 約３５０ページ 
・ 5/26 地震 ・・・ 約１５０ﾍﾟｰｼﾞ 
・ 7/26 地震 ・・・ 約２００ﾍﾟｰｼﾞ 

 
３． 調査等の費用について 
 学会の大野さんと打合せを行い、調査等の費用として次のような予算申請を考えております。

宜しくお取り計らいの程、お願い申し上げます。 
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           2003.7.26.宮城県北部の地震被害調査費用（案） 
      （災害委員会を通じ、日本建築学会本部に予算申請予定） 

 
１．被害調査費 
委員会旅費                        100,000 

交通費                             80,000 

会議費                               20,000 

打ち合わせ会場費                     40,000 

写真代                               60,000 

文具代 （コピー、筆記具）            15,000 

通信費（アンケート調査など）     150,000 

  資料代(デジタルマップなど)      200,000 

    計                665,000 

 

２．報告書*作成のための会合費（印刷製本代を除く） 

 委員会旅費                          160,000 

  会議費                40,000 

写真代                20,000 

文具代                25,000 

 打ち合わせ会場費                     40,000 

  通信費                10,000 

  送金手数料              5,000 

    計                                300,000 

        総計               965,000  

 
*「2003.5.26 宮城県沖の地震被害調査報告／2003.7.26.宮城県北部の地震被害調査」 
発行予定 
・ 印刷製本代、速報会は独立採算の形式をとる。 

 
 
４． 速報会（仙台）について 

① 日本建築学会東北支部と宮城県との共催で８月３１日（日）１３：００～１７：００に宮

城県庁講堂で行います。 
② 当日の資料として速報を作成の予定。 
③ 速報会のプログラムは下記の通りです。 

１３：００～１３：１０  開会挨拶 
１３：１０～１４：００  地震・地震動 
１４：００～１４：２０  被害の概況 
１４：２０～１５：２０  建築物等の被害 
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１５：２０～１５：３０   休 憩 
１５：３０～１５：５０  歴史的建造物の被害 
１５：５０～１６：１０  設備関係の被害 
１６：１０～１６：３０  生活関連の被害 
１６：３０～１６：５０  人的被害および医療機関の被害 
１６：５０～１７：００  まとめ 
 

 各被害の報告者は、源栄正人（東北大学）、大野晋（東北大学）、河合直人（国総研）、

増田聡（東北大学）、井上範夫（東北大学）、前田匡樹（東北大学）、月舘敏栄（八戸工大）、

岡田誠之（東北文化学園大学）、鏡味洋史（北海道大学）、佐藤健（東北大学）を予定して

おります。尚、都合により変更となる場合があります。予め御了承下さい。 
 
 
５． 学会大会での速報会について 

 次のような内容を考えております。宜しくお願い申し上げます。 
 

日本建築学会大会 
2003.5.26 宮城県沖の地震と 2003.7.26 宮城県北部の地震の被害調査速報会 
 
            （プログラム案） 
 
日時：平成 15 年 9 月 7 日（日）13:00-17:00 
場所：中部大学メモリアルホール 
主催：日本建築学会災害委員会、日本建築学会東北支部災害調査連絡会 
司会：久田嘉章（工学院大）、前田 匡樹（東北大学）記録：高井信雄（北海道大学） 

 
１. 全体概要説明・・・・田中礼治（東北工業大学） 
２ 調査報告 

１）２つの地震の発生機構と地震観測記録・・・・ 大野  晋（東北大学）(20 分) 
２）被害状況からみた地震動特性・・・・・・・・ 源栄 正人（東北大学）（20 分） 
３）建物被害の特徴（非木造）・・・ ・・・・・・ 井上 範夫（東北大学）（30 分） 
         （木造） ・・・・・・・・・・ 河合 直人（国総研）（予定）（20 分）       

４）設備の被害・・・・・・・・・・・・・・・ ・ 岡田  誠之（東北文化学園大）（20 分）   
５）生活関連被害・・・・・・・・・・・・・・・・増田  聡（東北大学）（20 分） 
６）人的被害 ・・・・・・・・・・・・・・・・・鏡味洋史（北海道大学）(20 分) 
６）歴史的建造物被害・・・・・・・・・・・・・・月館 敏栄（八戸工大）（20 分） 

３．質疑応答 （60 分） 
 ４．まとめ・・・源栄 正人（東北大学）（10 分） 
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